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概略 
 BHC(1,2,3,4,5,6-hexachlorocyclohexane)は、戦後の日本の復興に、農業増
産で大きく貢献した農薬・殺虫剤でした。 ただ、残留性の為に、私が大学在
学時代（1971年）に農薬登録が失効しましたが、失効になった当時、神経に作
用しているらしいことまでは分かっていましたが“その作用部位と機構は？”、
また、“BHCが、体内でどの様にして代謝分解されるのか？” いずれも不明で
した。 しかし、その後のサイエンスの進歩によって、作用部位と機構など、い
ろんなことが解ってきました。 
 
 1,2,3,4,5,6-hexachlorocyclohexaneには、ピラノース構造を持つ単糖同様に、
6員環構造の化合物で、塩素原子の配位によって8種類のジアステレオマー
（立体異性体）（その内、１異性体はエナンチオマーでラセミ体が存在しており、
その点からは９種類の立体異性体）が存在している。 その内γ-BHCだけに、
高い殺虫活性が存在しており、希少糖同様に、立体異性体によって薬理活性
が大きく違っている点など、立体構造と活性と言う点から、非常に興味ある化
合物です。 
 
 今回、皆さんの前でお話できる機会を与えていただきましたので、“BHCにま
つわる話”を主体にお話しさせていただきます。 また、企業に籍を置いていま
したので、その立場から“作物保護剤-農薬”の研究開発と、農業生産場面へ
の貢献についても時間の許す範囲でお話させていただきます。 
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